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1 背景
身支度は毎日行う活動で，限られた時間の中でさま

ざまなことを行わなくてはならない．その中でも特に
「服装選び」はその日の天気や，行く場所，会う人な
どがその日によって変わるため，毎度状況を考えて選
択しなくてはならない．また，これらを考慮した上で
選択した服を実際に着用してみると，頭の中で想定し
ていたイメージと異なり，再度選びなおすこともある．
この活動を毎日行うことは，体力も時間も必要となり
面倒でかつ非効率的である．また，限られた時間の中
で服装を決めるために無難な服装を選びがちになる似
たような服装になる．ここでさらに持っている服を活
かせないという問題も生じる．

suGATALOG[1]は，毎日の服装の写真を記録し，そ
の写真を用いてパソコン上で服の上下の組み合わせの
シミュレーションを行うアプリケーションである．撮
影はユーザの鏡に取り付けられたカメラで行い，写真
はアプリケーション上に取り込まれる．それぞれの写
真は，ユーザが指定したトップスとボトムスの境界線
で 2枚に切り分けられる．これにより，任意のトップ
スとボトムスを組み合わせた写真を合成することがで
きる．ユーザが着用した状態の写真を用いるため，服
を実際に着たイメージで，手軽にさまざまなファッショ
ンコーディネートを行うことができる．
図 1は suGATALOGのメイン画面のUIである．撮

影した写真はカレンダー状に表示され，いつ何を着た
かを一覧することができる．また，特定の服に対して複
数のコーディネートをランダムで表示するオートコー
ディネート機能がある．この機能により，ユーザが今
まで試したことのない新たな服の組み合わせを発見で
きる機会が創出する．しかしながら，これらの機能は，
ユーザが積極的に用いないと服装を振り返ったり，新
しい服の組み合わせの発見をすることができない．そ
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図 1: suGATALOGのメイン画面 UI

こで，毎日の服装の写真を用いてファッションショー
形式で提示し，眺めているだけでこれまでのファショ
ンの振り返りや，新しいファッションコーディネート
に出会えるシステム suGATARIUMの提案を行う．

2 suGATARIUM

本システムは，前述したシステム suGATALOGで
撮りためた服装の写真をファッションショー形式で閲覧
し，さらに自動的にさまざまなコーディネートを提示
するアプリケーションである．図 2にシステム構成図
を示す．それぞれの写真には，着た季節，服の色，服
の種類 (長袖，半袖，スカートなど)がタグ付けされて
いる．ユーザは，ファッションショーに表示させたい
服を設定して絞り込むことができる．
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図 2: システム構成図
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図 3: suGATARIUMの画面 UI

アプリケーションの画面 (図 3)は，「設定」，「ステー
ジ」，「コレクション」の 3 つの部分から構成される．
ディスプレイは，タッチパネル式のものを用いた．ま
ず，ユーザは「設定」部分でファッションショーに出場
させたい服の設定を行う．設定は，季節，トップスと
ボトムスそれぞれの色，服のタイプの 3項目について
行う．ユーザは複数の選択肢を選ぶことが可能で，設
定を行わなかった場合は現在の季節の全ての服が対象
となる．設定を行ったあと，ファッションショーの開始
ボタンを押すと拍手の効果音と共に「ステージ」上で
ファッションショーが開始される．画面右上の「フルス
クリーン」ボタンを押すと，ステージのみを閲覧する
ことが可能である．「設定」で選択した条件に合った写
真がランダムに選ばれ，「ステージ」の左右から 1枚ず
つ中央に向かってアニメーションする．ステージの中
央に来ると，2枚の写真が重なりそれぞれのトップス
とボトムスが入れ替わる．このように，ユーザは過去
の服装を振り返ることに加えて，新たなコーディネー
トの提示も行われる．トップスとボトムスを交換した
写真は，出現時と同じ経路をたどってステージの袖へ
と戻り，また別の写真が設定に応じて出現する．図 4

は，この一連の動作の様子を示したものである．
また，ファッションショーを閲覧している際に気に

入ったコーディネートがあった場合，その写真をタッチ
すると効果音が鳴り画面下の「コレクション」に登録
される．コレクションは，追加と削除が簡単に行える．
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図 4: 「ステージ」の画面推移の様子

3 まとめ
毎日の服装のライフログを用いて，ライフログを振

り返りながら，新たなコーディネートの発見もできる
システム suGATARIUMの提案および実装を行った．
ライフログや写真なども含めた多くの情報は，存在

を忘れてしまったり，閲覧する機会がないことがある．
また，閲覧をしても過去の振り返りにとどまることが
多い．suGATARIUMは，過去のデータに演出を加え
ることで，ユーザが閲覧したくなるような提示を行っ
ている．また，新たなコーディネートの提示も行うこ
とで過去のファッションのライフログを振り返りなが
ら，今後の新しいコーディネートの発見する機会も創
出している．
本システムは，日常生活の中の常に閲覧できる場所

で起動していることが望ましい．例えば，テレビやパ
ソコンの待機画面や，デジタルフォトフレームのよう
な専用のディスプレイである．日常生活の身近な場所
で持続的に情報を提示し続けることで，ユーザにとっ
て有益である可能性を持つ情報に偶然的に接する機会
が得られる [2]．今後は，提示場所と方法についてのさ
らなる検討も行っていきたい．
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